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1序章
質的研究のレンズとしての筆者の立ち位置
2013 年 6 月、他国である日本で筆者は所謂「不惑」の年という 40 歳を迎えた。仕事をしてい
るとはいえ、学生の身分。外国人、未婚、結婚適齢期を過ぎた女性という社会的弱者と思われる
要素が見事に揃っているのではないか。筆者にとって 40 歳という年齢は錘のように感じられた。



















ている。「吾十有五而志于學, 三十而立, 四十而不惑, 五十而知天命, 六十而耳順, 七十而從心所欲
不踰矩」。即ち、15 歳には学問に志をおき、30 歳には学問の基礎を確立、40 歳には惑いが無くな
り、50 歳には天の使命を知った。60 歳には人の言うことを順に受け入れることができ、70 歳に
は自分の心が動くままにしても人の道を外れることはなかったという意味である（筆者訳）。こ


















































































質的研究方法でアプローチした。2004 年から 2012 年までの約 8 年間韓国コンテンツの制作者で
あった立場から、2013 年からは参与観察者の立場へと変わり、2013 年 5 月から 2014 年 4 月ま




5第 1 章 本研究における背景と目的
第 1 節 研究背景：日本における韓流 10 年史1
2003年NHK BS2の『冬のソナタ』の放送から始まった韓流ブームから約 10年が経過した 2014






















2005 年に『私の頭の中の消しゴム』が興行収入 30 億円、ペ・ヨンジュン主演の『四月の雪』
が 27.5 億円を記録（日本映画製作者連盟まとめ）したのである。2003 年から 2005 年にかけて興





iren_kosyu/data_2000.pdf を参考（2014 年 9 月 3 日最終検索）。
6（2001）、『ボイス』（2003）、興行収入順）にのぼり、日本での韓国映画人気が定着したかのよう
にも見える。韓国映画振興委員会の資料によると、日本で一般劇場公開された韓国映画は 2003
年から急増し、2006 年に 41 本と頂点に至り、2007 年からは 20 本前後を維持している。2013
年度に公開された映画が 4 本と極めて少ないのは前年の 2012 年に領土問題を巡り日韓関係が急
激に悪化したことが影響したと考えられる。下記は 2000 年の『シュリ』から日本で一般劇場公
開された韓国映画の代表作と年度別の公開映画本数をまとめた表である。
表 1. 2000 年から 2014 年まで日本で一般劇場公開された韓国映画























アーティスト「BoA」が日本でメジャーデビュー。2002 年 1 月 17 日に発売された彼女のファー
7ストアルバム『LISTEN TO MY HEART』は韓国出身アーティストとして初めてオリコンアルバ
ムチャート初登場 1 位を記録するミリオンセラーとなり、第 44 回日本レコード大賞で金賞を受
賞した。






そして、2003 年 4 月から 9 月まで NHK BS2 で『冬のソナタ』が放送され口コミで話題とな




サーチ発表）。同時期である 2004 年 4 月編成の地上波テレビドラマでの最高視聴率は、TBS 日
曜夜 9 時枠の『オレンジデイズ』が最終回で記録した 23％であったことを考慮すると3、『冬の
ソナタ』がどれほどの人気だったのかが推測できる。そして、2004 年 12 月 20 日から 2004 年




って親しまれる存在となり、『冬のソナタ』も「冬ソナ」と呼ばれ、第 21 回の「2004 年流行語大
賞」のトップテンにも選ばれた5。小説『冬のソナタ』（キムウニ、日本放送出版協会、2004 年 2
月 17 日発売）は初版発売からわずか約 5 ヶ月で発行部数 122 万部を記録し、2003 年から 2004
年度のビデオ・DVD・書籍の売上は 90 億円、NHK の副次収入は 6 億円であると言われている6。
また、ドラマのオリジナルサウンドトラックも 2004 年 11 月の段階で合計累積売上枚数が 83.5




3 『Audience Rating TV－ドラマ視聴率－』ホームページ：http://artv.info/ar0404-max.html を参考。
4 CS 放送「LaLaTV（Ch.654/314）」にて 2015 年 1 月 5 日から集中再放送が始まった。
5 ユーキャン新語・流行語大賞ホームページ：http://singo.jiyu.co.jp/nendo/2004.html を参考。
6 『朝日新聞』「NHK 公共放送のゆくえ・16 「だんご 3 兄弟」の教訓」、2008 年 6 月 23 日付。
7 『Oricon Style News』http://www.oricon.co.jp/news/4990/full/、2004 年 11 月 02 日付。
8出身アーティストの日本進出が増えていく。
一方、『冬のソナタ』に続いて話題となったのが 2005 年 9 月から NHK 総合テレビにて放送さ
れた韓国の時代劇ドラマ『宮廷女官チャングムの誓い』である。ビデオリサーチによる 2006 年 9




官チャングムの誓い』の人気が発端となり、『朱蒙』（BS フジにて 2007 年 4 月 25 日から 2008




その後、韓国ドラマの人気は 2007 年の『宮－Love in Palace』（2006 年 11 月からテレビ東京
にて放送）と 2010 年の『美男〈イケメン〉ですね』（2010 年 7 月 20 日からフジテレビ韓流αに
て放送、その後 2011 年の 4 月から 5 月までに計 3 回再放送され、2011 年 7 月からは日本版リメ
イクが TBS にて金曜日夜 10 時から放送された）へと繋がり、このようなラブコメディジャンル
ドラマの人気はより若い女性ファンを増やすきっかけとなった。
そして、それまで韓国ドラマを中心としていた韓流の流れの分岐点となったのが、2005 年に日
本でメジャーデビューした韓国の男性アイドルグループ「東方神起」の活動である。2008 年 1 月
に発売された 16 枚目のシングル『Purple Line』が売り上げ枚数累積 49,000 枚で自身初のオリコ
ンシングルチャート 1 位を記録、2009 年 3 月発売のアルバム『The Secret Code』は累積 297,719
枚（調査期間：2008 年 12 月 8 日－2009 年 12 月 13 日）、2010 年 2 月発売のアルバム『BEST
SELECTION 2010』は累積 569,530 枚（調査期間：2009 年 12 月 14 日－2010 年 12 月 12 日）
を記録するなど大ヒットを続ける（ORIGINAL CONFIDENCE 編集部、2011）。現在（2014 年




ティストの CD セールス記録を塗り替えている。そして、2010 年 8 月には「KARA」、同年 9 月
に「少女時代」など、韓国の女性アイドルグループも日本でメジャーデビューした。韓国出身男
性アーティストの日本活動により既存の韓国ドラマファン層だけでなく 10 代から 20 代の女性フ
ァンが増え、更に韓国女性アイドルグループの日本活動は 40 代以上の男性の心も掴んだと言われ
ている（ORIGINAL CONFIDENCE 編集部、2011）。2011 年 6 月に発売された「少女時代」の
アルバム『GIRLS’ GENERATION』は、2012 年度 CD アルバム部門のミリオン認定作品となっ
9た8。
一方、オリコン・エンタテインメントが 2011 年 8 月 18 日から 8 月 23 日まで 5,643 名を対象
に実施した「韓国出身アーティストに関するアンケート調査」によると、K－POP ファンの男女
比は男性 26.5％、女性 73.5%で女性が圧倒的に多く、そのうち男性の 13.2％が 40 代以上、女性




代女性が最大のファン層を形成し、30 代女性と 40 代女性がその後に続いた。この調査により K
－POP のファンの数は着実に広がり、そのファン層は若年層と 40 代男性にまで広がっているこ
とが分かる。それに伴い、日本国内の K－POP 音楽ソフト（シングル、アルバム、ミュージック
DVD）の売り上げのシェアは 2009 年には全体の 3.05%（352,172.2 百万円）だったのが、2010
年は 6.23%（334,782.3 百万円）で約 2 倍へと増加し、2011 年は 8.17%（314,135.1 百万円）ま





て 2009 年から 2010 年にかけて新しくファンになったという回答が多かった。このことからも K
－POP が着実にファンを開拓していることが分かる。また、ドラマ『美男〈イケメン〉ですね』
で知名度を上げた俳優チャン・グンソクは日本では歌手としてもデビューし、2010 年のデビュー
シングル『Let me cry』は初週で 11.9 万枚を売り上げ、5 月 9 日付週間オリコンシングルランキ
ング 1 位を記録した。これは海外アーティスト史上初の週間シングルチャート 1 位という功績を
上げたという。ORIGINAL CONFIDENCE によれば、彼のファンは『冬のソナタ』が放送され
た 2003 年、2004 年頃から韓国のコンテンツに関心を持ち始めたファンが中心となっていると判
明、韓国ドラマのファンが K－POP ファンにも繋がっていると推測できる。そして、「U－KISS」、
8 一般社団法人日本レコード協会『日本のレコード産業 2013』RIAJ 2013 年。日本大衆音楽界でもミリオンセラ
ー作品は年々減少している傾向があり、この年のミリオンセラーはシングルとアルバム含め計 10 作品であった。
そのうち 6 作品が「AKB48」、2 作品が「Mr.children」、そして、「少女時代」と「コブクロ」となっている。
9 インターネットによる調査。筆者が手に入れた資料には男女共に年齢層を 10 代、20 代、30 代、40 代という四
つのカテゴリーに分類しており、50 代以上の男女については言及されていない。編集部に問い合わせしたところ、
40 代という表記は 40 代以上の誤りで、今後修正すると言った。男女共に 40 代以上の年齢層を分けておらず「40
代以上」と一つのカテゴリーにまとめた理由は、インターネットによるアンケートであった事情から中高年層の
参加率が低かったことを反映した苦肉の策であったという。しかし、同じタイトルの 2012 年版を確認したところ
修正されておらず、2013 年以降は発刊されていない。2011 年、2012 年版とも韓流ファンが若年層にも広まった
ことを評価・証明する流れとなっていること、50 代以上の男女を分析対象から外しているという二つの点からも、
大衆文化コンテンツの制作者側は中高年、特に 50 代以上の人たちを消費者として認識していないことが分かる。












激減している。フジテレビは 2010 年 1 月からスタートした韓流ドラマ枠「韓流α」の編成を 2012
年 8 月に放送されたチャン・グンソグ主演の『ラブレイン』を最後に中断した11。しかしながら、
NHK は地上波にて既存の毎週日曜日の時代劇の枠に加え、毎週水曜日に現代劇枠を編成した。
時代劇の『同伊（トンイ）』は毎週日曜日 NHK 総合テレビで夜 11 時から（BS プレミアムでは
毎週土曜日午前 8 時 30 分から）、『シークレット・ガーデン』は NHK 総合テレビで 2013 年 2
月より毎週水曜日深夜 0 時 25 分から放送した。2014 年 7 月 13 日からは時代劇の『太陽を抱く





2012 年 7 月 2014 年 1 月 備考
BS 8 チャンネル 41 タイトル 9 チャンネル 50 タイトル 1 チャンネル 9 タイトル増加






ビ抗議デモ」は 2011 年から 2012 年にかけて最初の警察の許可が降りず非公式で行われた 1 回目を含め計 6 回行
われた。主催側の主張としてはフジテレビが意図的に韓流を押している、即ち韓流に偏重された編成を警告する























































第 3 節 本研究の構成
本研究は前述したように日本の中高年女性たちにおける韓流消費持続過程の現象を捉える質的












ローチ（Grounded Theory Approach ; GTA）ともいうが本稿ではグラウンデッド・セオリーと統一する。




































































第 2 章 韓流に関する先行研究と本研究における重要概念











































































渡邊聡（2007）は内閣府の「外交に関する世論調査」から 1999 年と 2002 年の結果を比べ、
韓流の黎明期の重要な担い手だった 20 代と 30 代では、韓国に親近感を持つ人の割合がそれぞれ
2.8 ポイント、13.2 ポイントの上昇、そして、2002 年から 2004 年にかけては 40 代、50 代で韓
国に親近感を持つ人の割合がそれぞれ 4.3 ポイント、8.6 ポイント上昇していることを根拠に、こ




















済効果のほうがより莫大であったと分析した。2004 年度の韓国の観光収入は 300 億円である一方、































































Jung 1953 35 歳以降
Erickson 1963 40－64 歳
Japues 1965 35－45 歳
Vincent 1972 35－55 歳
Havinghurst 1972 35－60 歳
Levinson 1978 40－60 歳
Farrel & Rosenberg 1981 38－48 歳
Newman & Newman 1984 40－60 歳
20
O`Conmor 1985 35－50 歳
Papalia & Olds 1998 40－60 歳









































から 17 歳）、成人初期（17 歳から 40 歳）、中年期（40 歳から 60 歳）、老年期（60 歳以降）の大
きく五つの時期に区分し、時期ごとに 3 年から 6 年程度の転換期があると設定した。更に、中年
期をより細分化し、40 歳から 45 歳の間から中年転換期に入り、人生の構造を設計する 45 歳から
























ら 4 歳）」（育つ）、「少年期（5 歳から 14 歳）」（学ぶ）、「青年期（15 歳から 24 歳）」（巣




























が多い）から 35 歳から 45 歳の間を中年期が始まる時期と考えている人が多かった。こうしたイ
ンフォーマントたちの年齢認識調査結果19に加え、平成 25 年（2013 年）の 4 月から導入された
18 厚生労働省ホームページ『健康日本 21』http://www1.mhlw.go.jp/topics/kenko21_11/s0.html より引用。
19 本校の本文 24 個のカテゴリーのうち「中高年という年齢・役割認識」という章でより詳しく説明する。
23
「65 歳定年制」という日本の社会的背景も考慮し、本研究では 35 歳から 64 歳までを中年期、65
歳以上を高年期と規定した上で分析を進める。本研究においては「壮年期」という概念は扱わな
いこととする。即ち、本稿における「中高年女性」とは 35 歳以上の中年期の女性と 65 歳以上の
高年期の女性を全て含むものと定める。
第 3 節 サブカルチャーとファンダム



























































































































21 政府は 21 日、知的財産戦略本部（本部長・鳩山由紀夫首相）の会合を開き、「知的財産推進計画 2010」を決
定した。「クール・ジャパン」として世界で評価されるアニメなどのコンテンツ産業を強化し、海外市場での収




































22 この章は John Fisk、パクミョンジン外編訳の「ファンダムの文化経済学」、『文化、日常、大衆：文化に対
する 8 個の探求』、ハンナレ、1996 年。及びカンマンソクの「意味－楽しみ－権力の問題を通じてみた新受容者
























































































































第 4 節 女性の労働と現代における余暇の概念















































画配信サービス等も拡大している。2005 年と 2010 年の趣味・娯楽の重要性に関する総務省の調
査によれば、「楽しみを得るための手段」、つまり趣味・娯楽のための手段として三つの情報メ
ディアの重要性が測定された。インターネットの重要性に対する認識は 2005 年から 2010 年の間












テレビ 90.8 6.3 2.9
新聞 61.6 22.8 15.6
インターネット 43.4 28.6 28.0
2010 年 （％）
重要である どちらともいえない 重要でない
テレビ 90.9 5.3 3.7
新聞 55.9 20.4 23.7

















































26 内閣府政府広報室、世論調査ホームページ http://survey.gov-online.go.jp/s62/S62-05-62-01.html を参考。






一方、消費者庁は第 12 次「国民生活審議会総合政策部会余暇・生活文化委員会報告」（昭和 63















一方、2007 年 12 月には「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」、「仕事と
生活の調和推進のための行動指針」を策定し、憲章・行動指針策定後の施策の進捗や経済情勢の
変化を踏まえ、これらに新たな視点や取り組みを盛り込んだ。また、仕事と生活の調和の実現に






















調査した 2014 年版ワーク・ライフ・バランス値数を見てみると、日本は調査対象の 36 カ国のう
ち、5.2 ポイントで 30 位、下から六番目を記録している。なお、韓国は 4.5 ポイントで下から三
番目の 33 位に位置しており最下位にほど近い。1 位のデンマークは 9.8 ポイントで、その差は大
きい30。日韓両国ともワーク・ライフ・バランスにおいては今後の課題が多いと考えられる。
絵 1. OECD 加入国のワーク・ライフ・バランス指数








30 OECD 『Better Life Index』http://www.oecdbetterlifeindex.org/topics/work-life-balance を参考。
（前略）The more people work, the less time they have to spend on other activities, such as time with others or
leisure. The amount and quality of leisure time is important for people’s overall well-being, and can bring
additional physical and mental health benefits. In Japan,full-time workers devote 62% of their day on
average, or nearly 14.9 hours, to personal care （eating, sleeping, etc.） and leisure （socialising with friends
and family, hobbies, games, computer and television use, etc.）– slightly less than the OECD average of 15
hours. Fewer hours in paid work for women do not necessarily result in greater leisure time. In Japan, both
men and women devote approximately 15 hours per day to personal care and leisure.（後略）。
37
な認識転換と実践への取り組みが必要な時期を迎えているのであろう。

















一方、バーカーとフェーナー（Drucilla K. Barker and Susan F. Feiner、2004）は『Family





















































第 3 章 質的研究へのアプローチ




















































































































行った。2013 年 6 月から 2014 年 4 月にかけて、韓国アーティスト「東方神起」のコンサートを
2 回、韓流ミュージカル『三銃士』と『ジャック・ザー・リッパー』をそれぞれ 1 回、新大久保
に位置するライブ会場「Showbox」で行われた韓国出身新人アーティスト「G.IAM」のライブを























注：2013 年 10 月 7 日、日産スタジアムでの公演後に開催されたファンの打ち上げ。筆者撮影。
親子で参加した 40 代から 50 代の主婦たちの存在が目立つ。
絵 5. 韓流ミュージカル『三銃士』の公演後の様子


























第 2 項 グラウンデッド・セオリー（Grounded Theory）
グラウンデッド・セオリー（Grounded theory）は Glaser と Strauss による『The Discovery
of Grounded Theory』（1967）から提案された質的研究方法の一つであり、グラウンデッド・セ
オリーにおける検証や解釈は今でも進化・改正を続けている現在進行形の分析法である。提案者
の Strauss と弟子の Corbin による改正 1 版が 1990 年、もう一人の提案者の Glaser による改正
版が 1992 年、Strauss と Corbin による改正 2 版が 1998 年、更に Strauss の死後にも Corbin



































提唱年 1967 年 1990 年/1998 年 2006 年














































































第 2 節 研究過程






















韓流の媒介者的な仕事に携わっていた。その後、2007 年から 2012 年までの 5 年間は自ら K－POP
アーティストを企画し、日本での活動をプロデュースした制作者としての経験を持つ。その後、



















本研究のインフォーマント選定はスノーボール・サンプリング（Snowball sampling ; chain
























っていない 20 代、30 代女性 5 人及び 3 人の男性もインフォーマントとしてインタビューを行っ
た。しかし、その 8 人もインフォーマントたちと何らかの形で繋がっている人たちであり、イン
フォーマントたちの推薦と紹介により本研究に対象に含まれたことを明らかにしておきたい（例
えば、インフォーマント SJ さんの娘であるインフォーマント SJY さん、インフォーマント H さ





















1 Y 39 才 会社員 550 万 東京都目黒区
2 P 32 才 学生 240 万 東京新宿区
3 U 35 才 会社員 450 万 東京葛飾区
4 T. 38 才 専業主婦 420 万 神奈川県川崎市
5 A. 70 才 定年退職後、 720 万 東京都港区
53
フリーランス
6 I. 48 才 派遣社員 100 万 神奈川県川崎市
7 K. 51 才 フリーランス 100 万 神奈川県川崎市
8 S. 50 才 講師 300 万 東京都
9 KB. 44 才 フリーランス 500 万 神奈川県横浜市
10 TY. 50 才 フリーランス 700 万 神奈川県横浜市
11 M. 31 才 地方公務員 330 万 埼玉県
12 IB. 37 才 鍼灸師 240 万 東京都新宿区
13 KS. 36 才 看護師 600 万 東京都新宿区
14 YM. 42 才 派遣社員 276 万 東京都小金井市
15 IW. 43 才 派遣社員 350 万 千葉県千葉市
16 H. 63 才 専業主婦 無応答 東京都町田市
17 HM. 64 才 無職（定年退職） 退職金（金額は無応答） 東京都町田市
18 YN. 67 才 専業主婦 小遣い 2 万 東京都杉並区
19 IH. 62 才 専業主婦 小遣い 2 万 東京都武蔵野市
20 WR. 55 才 僧侶・主婦 50 万 東京都新宿区
21 MK. 60 才 アルバイト 300 万 東京都豊島区
22 TK. 40 才 美容師 500 万 東京都世田谷区
23 MU. 43 才 会社員 240 万 東京都世田谷区
24 SJ. 52 才 自営業 360 万 東京都渋谷区
25 AM. 40 才 専業主婦 小遣い 5 万 東京都世田谷区
26 KH. 38 才 専業主婦 小遣い 3 万 東京都中野区
27 SK. 31 才 会社員 400 万 東京都世田谷区
28 TN. 59 才 アルバイト 120 万 神奈川県鎌倉市
29 SJY 21 才 大学生・アルバイト 60 万 東京都渋谷区
30 UM. 38 才 会社員 400 万 神奈川県川崎市
31 F. 71 才 専業主婦 小遣い 5 万 東京都町田市
32 AY. 73 才 専業主婦 小遣い 5 万 東京都町田市
33 TM. 76 才 専業主婦 小遣い 5 万 東京都町田市
34 AYM. 37 才 会社員 340 万 神奈川県横浜市
35 SE. 52 才 アルバイト 120 万 埼玉県さいたま市
36 SKK. 49 才 専業主婦 小遣い 1 万 神奈川県川崎市
37 HB. 46 才 看護師 300 万 神奈川県川崎市
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38 SN. 63 才 無職（定年退職） 退職金 山形県
39 OB. 25 才 アルバイト 240 万 東京都新宿区
40 AB. 46 才 会社員 無応答 東京都江東区
41 C. 56 才 アルバイト 小遣い 3 万 東京都品川区
42 IN. 58 才 教員 小遣い 4 万 東京都
43 KSY. 66 才 自営業 小遣い 5 万以上 東京都
44 OK. 62 才 アルバイト 無応答 東京都
45 WY. 55 才 ボランティア活動 小遣い 2 万 東京都
46 NH. 54 才 専業主婦 小遣い 3 万 神奈川県横浜市
47 NS. 62 才 無職（定年退職） 年金 15 万(毎月)＋退職金 千葉県千葉市
注：No.1 から No.40 までは 2013 年にインタビューをし、No.41 から 47 までは 2014 年にインタ
ビューを行った。年齢はインタビュー当時を規準として算出したものである。
より詳しいインフォーマントデータは付録参照。







































第 4 項 グラウンデッド・セオリーによるデータ分析過程






人当たり大体 20 ページ前後であり、テープ起こしの所要時間は一人当たり約 7－8 時間である。
























第 4 章 グラウンデッド・セオリーによるデータ分析結果
第 1 節 インフォーマントの属性
本研究のインフォーマントはインタビューする時点において何らかの韓流コンテンツを消費し
ている人、「韓流ファン」と言われても否定しない人たちで構成された。インフォーマントは知人
の紹介を通じて本研究に協力することを同意した 44 人の女性と 3 人の男性を含む計 47 人の男女
である。インフォーマントの年齢は 20 歳から 76 歳までと幅広く、その中でも本稿で定めた中年
期に当たる 35 歳から 64 歳までに該当するインフォーマントが 33 人で大半を占めている。そし
て 65 歳以上の高年期に当たるのインフォーマントは 6 人、中高年期に属しない 34 歳以下のイン
フォーマントは 5 人であり、純粋に「中高年女性」という属性を持つインフォーマント数は男性
インフォーマント 3 人を含む 8 人を除き、計 39 人である。 インフォーマント全体の平均年齢は
49.6 歳であるが、20 代のインフォーマント 2 人を除くと 50.8 歳となる。
インフォーマントの住居地は東京 23 区在住が 26 人、東京 23 区以外の地域在住が 21 人であっ










注：本稿で中年期と定義した 35 歳から 64 歳までのインフォーマントが 36 人、高年期の 65 歳以







生活形態を見ると一人暮らしをしている 18 人のうち 17 人が独身、未婚者である。既婚者 24
人のうち、子供がいないインフォーマントが 5 人、子供が一人のインフォーマントは 4 人、子供
が二人いるインフォーマントは 14 人、子供が三人のインフォーマントは 1 人で、インフォーマ
ントのうち既婚者の平均子供数は 0.79 人である。
インフォーマントの職業は専業主婦が 11 人で一番多く、次いで会社員が 10 人、パートタイム
アルバイトをしている人が 7 人と続く。定年退職して現在無職の人が 3 人、定年退職後フリーラ








月約 1 万から 5 万円の間と回答している。一方、仕事をしているインフォーマントは、年収 300
万円代の人が7人と一番多い。転職サイトDODAが調査した2013年度版日本全体平均年収の446
万円31には及ばないが、2013 年度の女性の日本平均年収が 357 万円であることを勘案すると、年











（2）「その他 2」は、収入の無い専業主婦のうち、毎月の小遣い（1 万円から 5 万円程度）。
（3）「その他 3」は、年金（毎月 15 万円）に加えて退職金有り。
（4）300 万円台と回答したうちの 1 人は、慰謝料有り
既存の韓流研究や報告などで知られている韓流ファンは「比較的に経済的余裕のある中高年女
性が多い」ということは本研究では確認することができなかった。日本女性の平均年収に近い年





KYS さん一人のみである。他のインフォーマントは月の小遣いとして 1 万円以上 5 万円未満と回













続いて、インフォーマントたちが韓流に接した時期は、2003 年に NHK BS2 で放送された韓国
ドラマ『冬のソナタ』が一番のきっかけとなっているのは間違いなく、47 人のうち半数に及ぶ
22 人が『冬のソナタ』の最初の放送時期である 2003 年を前後に、12 人が『冬のソナタ』以前か
ら現在に至るまで韓流消費を続けていることが分かった。即ち多くのインフォーマントが『冬の
ソナタ』NHK の BS 放送時期から接しており、地上波放送から視聴したインフォーマントを上回




注：2003 年と 2004 年に圧倒的にその数が増えた理由は、ドラマ『冬のソナタ』が放送された年




















注：男性インフォーマント 3 人のうち、30 代 1 人は修学旅行で 1 回、40 代の 1 人は出張で 2 回
以上、60 代の 1 人は韓国旅行の経験がない。即ち、男性インフォーマントは自分の意思で韓国旅
行をした人がいないこととなる。反面、女性インフォーマントの 44 人のうち 60 代 1 人、70 代の












グを行った結果、計 1,208 個の切片、889 個のラベル、24 個のカテゴリーを導出することができ
た。まず、切片化からラベル付け、カテゴリーを作って行く過程の一部を掲載する。
66













































































































































































































































































































11 月から 12 月にかけてよくいう
ファン用語使用 ノマド気質
廃人状態になって。





















































TONE ツアーの DVD が出たときにトンペンが集まって、
近状付き合い 人的ネットワーク構築
私がご飯作ったりピザを取ったりして、そこでずっと









































































表 11. オープン・コーディング過程の例一部（インフォーマント KH さんの場合）
切片 ラベル カテゴリー

















































今は『となりのイケメン』を地上波の TBS で見ています。 地上波でみる
韓流の日常化／情報
の普遍化



























































































































































は 30 代、40 代の反感が大きく、大概のインフォーマントは「中高年」の概念や年齢区分におい
て「中年」と「高年」を分けて答える傾向があった。











事を意識した年齢認識が見られる。その中、20 代のインフォーマント 1 人と 40 代のインフォー
79






















































私は 40 代から中高年だと思う。ただ一概には言えないけれど、なんとなく。中高年で 40 代
から 50 代、60 になってからはおじいさんおばあさんのイメージがつく。老人っぽい。だか
ら 40 代から 50 代かな。あと、中高年は、独身のキャリアウーマンはそこには入らないイメ
ージ。（中略）ちょっと言い方悪いけど主婦のような。一人で働く女性に中高年とはあんまり
思わない。中年はちょっと早くない？だからアラサー、アラフォーという言葉ができたのか





































周りで 40 代、50 代になって、特に女性の場合は年を取ってきたら女性らしさとかをだんだ
ん忘れて行ってしまう感じかなと思うので、そういった面で年を取っても私らしさをある程






て、だんだん弱くなって、60 代はまだ若いと思うんですけど 70 代、80 代のおばあさんたち
を見ると正直悲しいんです。おばあさんおじいさんも若かった時期があったはずなのに、人
って衰えることがすごく悲しいなと思って、本当に弱いイメージを感じますね。私が調査し









































47 人のうち 5 人である。その 5 人の中でも、家庭を持ち、育児をしながら定規職についている人
























































































































































































定年退職し現在無職の 3 人を除いた 33 人は定規職であれ非定規職であれ仕事、いわば賃金労働















































































うのが現実である。今回の調査でも 47 人のインフォーマントのうち、専門職 4 人、正社員 5 人、
自営業 1 人の計 10 人を除き、仕事に就いている 26 人のインフォーマントが契約・派遣社員やパ
ートタイムアルバイト、フリーランスという非正規職であった。また、経歴を断絶せず仕事を続
けている既婚女性は看護師と教員、美容師の 3 人に過ぎず、そのうち 1 人は子供がいない。そし
てこの 3 人の職種も専門職ではありながら、女性の家庭性が強調されるケア労働の性格いわば女
34 平成 23 年の平均初婚年齢は、夫 30.7 歳、妻 29.0 歳で、夫、妻ともに前年より 0.2 歳上昇している。これを都
道府県別にみると、平均初婚年齢が最も低いのは夫・妻とも福島県で、夫 29.6 歳、妻 27.8 歳であり、最も高い





























35 DODA「平均年収／生涯賃金データ 2013」http://doda.jp/guide/heikin/を参考。2012 年 10 月から 2013 年 9
月までの 1 年間、DODA 転職支援サービスに登録した約 10 万人のデータをもとに、正社員として就業している
20 歳から 59 歳までのビジネスパーソンの平均収入（手取りではなく支給額）を年齢別、職業別、業種別、都道
府県別にまとめた資料。2013年の正社員の平均年収は 446万円で 4年ぶりに増加。そのうち、女性の平均年収は











































平日は今だと基本的に 6 時半くらいに起きて、家を 7 時 40 分くらいに出てるんですよ。仕





















ントのうち、高校卒業のインフォーマントは 7 人である（70 代が 2 人、60 代が 1 人、50 代 1 人、
40 代 2 人、35 歳以上の 30 代 1 人）。そして同世代の大学進学率で比較すると、現在 70 代に当た
る 1961 年は 11.8%、現在 60 代に当たる 1971 年は 26.1%、現在 50 代に当たる 1981 年は 36.9%、






ースに参加した 1 人を含む）が 10 人、親の仕事の関係で青少年期を海外で過ごした人が 2 人、














36 高等学校への進学率は、戦後一貫して上昇してきた。新制高等学校が発足して間もない昭和 25 年には、進学
率は 42.5％であったが、30 年代から 40 年代にかけて 10 年毎に約 20％の著しい上昇を示し、49 年には 90％を



































































































今回の調査のインフォーマントのうち、30 代 1 人、40 代 1 人、60 代 1 人の計 3 人の男性が含


















































































































今回のインフォーマントでは、70 代以上のインフォーマントの IT 活用度は低かった。携帯電
話はフィーチャーフォンを使用しており、テレビ番組のダビングは夫や子供に頼むケースが多い。






















38 「ケーブルテレビ」とは、放送法施行規則（昭和 25 年電波監理委員会規則第 10 号）第 2 条第 5 号に規定する
「有線テレビジョン放送」（テレビジョン放送による有線一般放送）をいう。総務省によれば平成 26 年 6 月末に
おけるケーブルテレビの普及状況は登録に係る自主放送を行う有線電気通信設備（501 端子以上）によりサービス
を受ける加入 世帯数は、約 2,874万世帯、世帯普及率は約 51.4%、登録に係る自主放送を行う有線電気通信設備
を有する事業者数及び登録に係る自主放送を行う有線電気通信設備数 は、それぞれ 536事業者、692設備となっ














DATV だけでパックじゃないので、たぶん 3,000 円くらいだと思いますけど、他のスカパー
のチャンネルにも入っているので、トータルだと 5,000 円から 6,000 円だと思います。（T）
KBS も本当にいいドラマを作る会社じゃない、NHK みたいに。そうするとバランス的に





































































ターへの趣向や消費は 1999 年の来日まで続く。一方、韓国の若者の間では 1990 年代に入って既




































































































































































私はやっぱり YG が大好き。私が K－POP に入るきっかけがセブンだったんですよ、セブン






































初めて翌年 2007 年の 1 月 26 日、忘れもしない。アミューズから DVD BOX が出て、初めて





















それが 11 月から 12 月にかけてよくいう廃人40状態になって。（K）
それがすごい席で神って言われてるんですけど。神席41。（SK）
2 人が好きな人の中にオールペン42もいれば、それから絶対に 3 人が嫌いっていう人もいるか
40 폐인(ペイン：廃人)とは元々病気で体を壊した人、使い物にならない人という意味があり、日本では差別語と
してあまり使われていなかった。最近ではあるものに中毒され日常生活に深刻な支障が起きている人を示す言葉







41 神席とは K－POP だけでなく人気の高いライブコンサートなどで自分が席を指定して購入することができな
い場合に限り、ステージ、あるいは出演するアーティストとの距離が近い席を意味する。
42 東方神起の場合元々のメンバーは 5 人であったが、グループ解散後 3 人は JYJ、2 人は東方神起の名前のまま

















































































































安いから行ってみたんですね。去年初めて行ったんですけど、もう 4 回行きました。9 月、
12 月、1 月、2 月。来月も行くんです。一人で。だいたいご飯を食べる、あとはショッピン
グ。洋服とかアクセサリーが多いです。（IB）












































































































んだけど、一時期 100 人くらい韓国のファン、1 年でいうと延べ人数 100 人くらい、韓流フ













































究のインフォーマントの中専業主婦においては月のお小遣いを 5 万円以上使うと答えたインフォーマントは 1 人
もいなかったため、韓流消費におけるインフォーマント間の有意味な社会階級は検証できなかった。即ち、夫の

























































夫婦と一緒に韓流コンテンツを楽しんでいると答えたのは 1 人（H さん）、その他、妻がコンサ
ートに出かけるよう子守りをしてくれる（AM さん）、迎えに来てくれる（HB さん）、チケット























































にも 2 回誘ってくれた。インフォーマントの WR さんは韓国のミュージカルに誘ってくれた。そ




























































よ、そっちの建物なんですけど、そこで TONE ツアーの DVD が出たときにトンペンが集ま
























twitter とかで繋がったりすると、なんか面白いです。普通に新大久保とかネットとかで 5 枚
セットとかで。5 枚セットが 10 個入っているのかな？選べないから開けて誰が出てくるか分



























































































































































































ーだ、っていう感じでした。それで 12 年の 1 月から。それで本当にファンになっちゃいまし
た。（K）
●●の CD とかを買ったのは 2011 年の 1 月くらいです。それで、そこから初めて韓国に行っ











































































































































































































絵 6. 代官山 TSUTAYA の韓流コーナー
注：大手 DVD レンタルチェーン店 TSUTAYA の中でもおしゃれな景観だと評判の高い代官山店
の 2 階、レンタルコーナーの様子。代官山店では海外ドラマのレンタルスペースに「海外 TV ド
ラマ」、「韓国 TV ドラマ・韓国時代劇ドラマ」、「他アジアテレビドラマ」という大きく三つ
のジャンルに分けてコーナーを設けているほど韓国ドラマコンテンツにおける比重が大きい



















































































































































ヨン様のファンは 80 歳になっても 90 歳になっても生きていればヨン様のファンなんです。

















韓国に行っていて、だいたい冬は毎年 12 月の 1 週目にはここ 3 年位は行っていますね。あと
韓国に韓国人の友達がいるので会いに行きがてら。（I）
自分のプライベートの中のかなりを占めているというか。自分の趣味の部分に。なんか上手
























2012 年の日本人の平均寿命は女性が 86.41 歳、男性が 79.94 歳で、いずれも過去最高であった
2011 年の平均を上回ったことが厚生労働省の調査で分かった。女性は香港に次いで 2 位に後退し
た 11 年から 0.51 歳延び、2 年ぶりに世界一となった44。子供が成人して独立していくのが大体






































インフォーマント IN さんは、子育ても終わり、2 年後定年を迎えるのを機転に 5 年間勉強を続
けてきた韓国語をより極めるため韓国留学を考えている。仕事と育児の両立から解放され、自分
だけに没頭できる時間を持ちたいというのだ。異国の地で自分の第二の人生をスタートさせたい



















































中年は 40 歳から 60 歳かな？そのあとが高年。中年の女性であれば、ほぼみんな結婚して、
家庭から解放される年齢じゃない。子供が大きくなって、だからそこで自分の人生の後半を
作っていくわけじゃない。40 歳から 60 歳の間は。それで 60 代に入ると安定するというか。
人生がある程度。安定するけど、そこからは自分がいつまで生きられるかって思うわけよ。
やっとついた道があれば、40 代に入って割り合いもっとクリアに見えるから、それを集中的
































































平日は今だと基本的に 6 時半くらいに起きて、家を 7 時 40 分くらいに出てるんですよ。仕























































































































































































































































































































































































カテゴリー プロパティ A さん B さん C さん D さん
中高年という
年齢・役割認識
強度 強い 強い 強い 強い
態度 保守的 保守的 開放的 開放的
態度 否定的 肯定的 否定的 否定的
中年女性のケア労働 労働強度 強い 強い 弱い 弱い
態度 否定的 肯定的 否定的 否定的
ストレスの強度 強い 弱い 弱い 弱い
女性の社会進出 類型 保守的 保守的 開放的 開放的
願望 弱い 弱い 強い 強い
態度 肯定的 否定的 肯定的 肯定的
家父長的価値観 自分への影響 強い 強い 弱い 弱い
成長背景 類型 保守的 保守的 開放的 開放的
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偏見 自分への影響 強い 弱い 強い 弱い
露出頻度 多い 少ない 多い 少ない
情報の普遍化 強度 強い 弱い 強い 強い
本人の意思 弱い 弱い 強い 強い
日本のコンテンツに対する
失望感
強度 弱い 強い 強い 弱い
韓国コンテンツの質の高さ 共感 強い 強い 強い 強い
ノマド気質 強度 弱い 強い 強い 強い
頻度 少ない 多い 多い 多い
態度 消極的 積極的 積極的 積極的
ファンの区別 態度 消極的 消極的 積極的 積極的
異文化消費 態度 積極的 消極的 積極的 積極的
頻度 多い 少ない 多い 多い
人的ネットワーク構築 態度 消極的 積極的 積極的 積極的
共有 態度 積極的 積極的 積極的 積極的
経済的自立 願望 弱い 弱い 強い 強い
感情管理 没入度 高い 高い 高い 弱い
自分へのご褒美 態度 積極的 積極的 積極的 積極的
自分の変化 程度 小さい 大きい 大きい 小さい
韓国・韓国人に対する
表象
類型 肯定的 肯定的 肯定的 肯定的
韓流の日常化 接近性 高い 高い 低い 低い
両国理解、民間交流 理解度 低い 深い 深い 深い
頻度 少ない 少ない 多い 多い
韓流消費の持続 本人の意思 強い 強い 強い 強い
自己化 態度 消極的 積極的 積極的 積極的
意思 弱い 弱い 強い 強い
社会化 態度 消極的 消極的 積極的 積極的
意思 弱い 弱い 強い 強い
























インフォーマントの C さんは 50 代前半の既婚女性。フリーランスの仕事をしており、子供は
いない。45 歳の頃自分の人生を振り返るようになり、人生の意味を模索していた時期に偶然韓国
ドラマを視聴、韓流と出会ってからライフスタイルが大きく変わったという。今やドラマはもち





















第 5 章 セレクティブ・コーディング（Selective coding）による韓流消費における理論導出過程
































































































ここで前章の表 14 から選出したインフォーマントの A さんは「現実打破型」、インフォーマン
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強度 強い 強い 強い
年齢・役割認識
態度 保守的 保守的 開放的
態度 否定的 肯定的 否定的
中年女性のケア労働 労働強度 強い 強い 弱い
態度 否定的 肯定的 否定的
ストレスの強度 強い 弱い 弱い
女性の社会進出 類型 保守的 保守的 開放的
願望 弱い 弱い 強い
態度 肯定的 否定的 肯定的
家父長的価値観 自分への影響 強い 強い 弱い
成長背景 類型 保守的 保守的 開放的
偏見 自分への影響 強い 弱い 強い
頻度 多い 少ない 多い
情報の普遍化 強度 強い 弱い 強い
日本のコンテンツに対する失望
感
強度 弱い 強い 強い
韓国コンテンツの質の高さ 共感 強い 強い 強い
181
ノマド気質 強度 弱い 強い 強い
頻度 少ない 多い 多い
態度 消極的 積極的 積極的
ファンの区別 態度 消極的 消極的 積極的
異文化消費 態度 積極的 消極的 積極的
頻度 多い 少ない 多い
人的ネットワーク構築 態度 消極的 積極的 積極的
共有 態度 積極的 積極的 積極的
経済的自立 願望 弱い 弱い 強い
感情管理 没入度 高い 高い 高い
自分へのご褒美 態度 積極的 積極的 積極的
自分の変化 程度 小さい 大きい 大きい
韓国・韓国人に対する
類型 肯定的 肯定的 肯定的
表象
韓流の日常化 接近性 高い 高い 高い
両国理解、民間交流 理解度 低い 高い 高い
頻度 少ない 少ない 多い
韓流消費の持続 意思 強い 強い 強い
自己化 態度 積極的 積極的 積極的
意思 弱い 弱い 強い
社会化 態度 消極的 消極的 積極的

















































マント TY、M、IB、KS、TK、MU さんやインフォーマントの中でも比較的若い 20－30 代前半

















































































































49 『日本経済新聞電子版』「おひとりさま女性、「自分年金」2600 万円の道」、2014 年 3 月 2 日付。
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平日は今だと基本的に 6 時半くらいに起きて、家を 7 時 40 分くらいに出てるんですよ。仕





























































































第 6 章 結論













資料収集期間は第一次が 2013 年 6 月から 2013 年 8 月まで、第二次は 2014 年 2 月から 2014



























































































































なかなか進行していない。30 代から 40 代のインフォーマントたちの配偶者はケア労働に参加し
始めてはいるものの、食事や教育など主なケア労働はまだ女性が担当しているのである。
一方、インフォーマントたちの配偶者は年齢によって妻の韓流消費に対する態度にも差が表れ
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さんのアドバイスくださった内海愛子先生と Gracia Liu Farrer先生がいらっしゃらなかったら
この論文は完成されなかっただろう。指導してくださった以上 5名の先生方々にとっては物足り
ない結果であるに違いないが、それを承知の上、引き継ぎ後続研究を行うことで恩返ししていき
たいと思う。
本研究に本格的に取り組むきっかけとなったのは、2012年、長年の仕事のパートナーから酷い
裏切りを受け、全てを横取りされてしまい、対人恐怖症となり引きこもってしまったことである。
今後も物欲に目がくらんで人徳を捨てる連中たちを許さず、反面教師の教訓にしていくつもりで
ある。しかし、どん底に落ちた自分と向き合い、それまでの自分を定義しようとしたこの二年間
があったからこそ、この論文は完成したのかもしれない。そう思うと運命のアイロニーを感じる。
きっと、本研究を行う過程で自分の自己化も同時に進んでいたのだと思う。本研究を通じて出会
った韓流ファンの中高年女性たち、47人のインフォーマントは私をどん底から救ってくれた恩人
なのだ。
そして細々としたことから色々教えてくれて、心の支えとなってくれた長年の友人である同期
の朴修慶、ハードスケジュールの中で日本語をチェックしてくれた戦友の福田裕美、引きこもっ
た自分の代わりに仕事を引き受けてくれた鄭信英、阿部沙織、西原沙希、彼女たちにもお礼を言
いたい。それから、私が仕事より勉強に励んでほしいと常に望んでいた親戚の皆さんと妹の崔尹
美 Luciaにも論文の完成を報告する。
最後に尊敬する父崔成植と母鄭明子 Anastaciaに感謝と共にこの未熟な論文を捧げる。父は 20
代前半にアメリカへ単身留学し、ワシントン州立大学で博士号を取得後、当時経済発展途上国で
あった母国韓国へ戻り国の研究所の責任研究員・教授として学問と後進育成に情熱を注いた。だ
が、とても残念なことに 41歳という若さで突然亡くなったのである。その後母は一人で妹と私を
ここまで育ててくれた。私と同い年であった父は国に貢献する学者として、母は小学生の娘を二
人持つ主婦としてそれぞれ懸命に生きていたのである。この論文を書きながら今の自分と同い年
であった当時の二人を想像し、自分に投影しながら励まされた。この論文をきっかけに、自分も
父と母のように人生の折り返しを懸命に生きていきていこうと思う。
